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研究成果の概要（和文）：本研究は「情報構造の価値」について研究した。具体的に、人をコントロールする立場にあ
るものにとってどのような情報がコントロールを容易にするという意味で価値を持つかをエージェンシー問題の文脈で
、チームに協力をもたらす情報構造はどのようなものかをチーム生産の文脈で、社会的ジレンマを解消する情報構造と
はどのようなものかを囚人のジレンマの文脈で研究した。例えば、エージェンシー問題においては、インセンティブ設
計が当事者すべてに観察可能な情報に依存して設計される状況は自然である。そこで、インセンティブ設計者がエージ
ェントの隠れた行動をコントロールしやすい情報構造とはどのようなものかを契約理論的に特徴付けた。

研究成果の概要（英文）：I study value of information structure in various perspectives. Specifically, I 
consider what kind of information structure would be valuable for a person (principal) who designs a wage 
contract and has an agent offer a high level of effort for a task. Also, I consider what kind of 
information structure would be valuable for a team in a organization, and I consider what kind of 
information structure would be valuable for a person in a social dilemma situation. For the first 
question, I say that one information structure is more valuable than another if the former structure 
lower the principal's optimal expected payment for all admissible contract situations. I characterize 
value of information structure from this incentive design viewpoint.

研究分野：理論経済学, ゲーム理論, 意思決定理論

キーワード： 情報の経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）近年、国内外の多くの組織で情報共有
が求められる一方、情報共有が組織にとって
望ましくない結果をもたらすことも散見さ
れ、情報統制と情報共有は現在のネットワー
ク社会を語る上で欠かせないキーワードに
なっている。 
（２）情報が持つ価値については古くから議
論されている。例えば、「知識は力なり」と
いうベーコンの言葉にあるように、自らが知
り得た情報は多くの場合で価値を持つとい
うことはよく知られている。実に、ベイジア
ン意思決定理論と呼ばれる標準的な一個人
についての決定理論では、自らが知り得た情
報に応じて自分の戦略を変えることができ
るという事実が、意思決定者にとって情報の
価値を保証する。しかしながら、複数の個人 
の意思決定が絡み合う状況では、知り得た情
報が皆に価値を持つとは限らないことはよ
く知られている。そこで、近年は、とりわけ
複数の意思決定者の意思決定が絡み合う状
況で、情報が誰にとって価値を持つか、それ
はどのような意味で価値を持つかについて
活発な議論がある。 
２．研究の目的 
（１）情報の経済学で用いられる手法により、
情報（とりわけ意思決定者すべてに公表され
る公的情報）が特定の意思決定者にとって価
値を持つかどうかを、意思決定者が保有する
情報を規定する情報構造を様々な角度から
検討することで、研究することが目的である。 
（２）第一に、隠れた行動のあるエージェン
シー問題において、エージェントの隠れた行
動をうまくコントロールしたい契約設計者
にとってどのような情報構造が望ましいか
を検討する。第二に、チーム生産において、
チームの生産性に関するメンバーの自信の
有り様を規定する情報構造がどのようにチ
ーム内の協力に影響するかを検討する。第三
に、社会的ジレンマの文脈で、当事者たちが
結果の不平等をどのように気にするかを規
定する情報構造がジレンマの解消にどのよ
うに影響するかを検討する。 
３．研究の方法 
（１）第一の検討課題は次のように研究され
た。何らかの契約によってインセンティブが
与えられる時、契約設計が当事者すべてに観
察可能な公的情報に依存して設計される状
況は自然である。そこで、公的情報がどのよ
うに発生するかを規定する情報システムを、
エージェンシー問題に関連する状態とその
状態に関するシグナルの出方についての条
件付き確率体系として記述して、それを通常
のエージェンシー問題に組み込む。その下で、
いかなる情報システムがインセンティブ設
計者にとって価値を持つかを検討した。より
正確には、いかなる情報システムが必要なイ
ンセンティブを与えるために安くすむかを
検討した。 
 より具体的な研究方法は次のとおりであ

る。ある経済主体が別の経済主体に契約を提
示することでプロジェクトを引き受けても
らうという状況を記述したモデルを考える。
プロジェクトの成果はそれを引き受ける経
済主体の努力と運・不運に依存するが、この
主体の努力はそれを依頼した主体には観察
できない。したがって、プロジェクトを依頼
する主体はそれを実行する主体をコントロ
ールするためにプロジェクトの成否にのみ
依存する契約をうまく設計しなければなら
ない。この意味で、このモデルは人をコント
ロールする状況を描写している。これは、契
約を提示してプロジェクトを依頼する主体
をプリンシパルと呼び、プロジェクトを依頼
される主体をエージェントと呼ぶとすれば、
一人のプリンシパルと一人のエージェント
からなる標準的なプリンシパル・エージェン
トモデルによってエージェンシー問題を考
えていることに他ならない。ただし、本研究
の目的に適うようモデルは標準的なプリン
シパル・エージェントモデルから次のように
修正されたものを用いる。プロジェクトのパ
フォーマンスはエージェントがその仕事に
投入する努力水準だけではなく、エージェン
シー問題に関連する観察不可能な状態に依
存して確率的に決まる。プリンシパルもエー
ジェントもその状態を観察できないが、状態
に関する情報を持った同一のシグナルを確
率的に観察する。このシグナルの出方につい
ての確率構造を規定するものを情報システ
ムと呼ぶ。特定の情報システムのもとで、特
定のシグナルが観察された後、プリンシパル
はエージェントが依頼された仕事に対して
高い努力水準を投入するためのインセンテ
ィブを与える賃金契約を作成する。（賃金契
約は観察されたシグナルと仕事のパフォー
マンスに依存する。）このように高い努力水
準を要求するインセンティブ設計問題にお
いて、プリンシパルの期待費用（エージェン
シーコスト）を最小にする賃金契約を最適契
約と呼ぶ。この最適契約を用いて情報システ
ムの優劣を次のように定義する。情報システ
ム Aと情報システム Bを比べたときに、情報
システム Aが優れているとは、どのようなシ
グナルが観察されたとしても、最適契約にお
けるプリンシパルの期待費用は、情報システ
ム Aのほうが情報システム Bよりも低くなっ
ていることが、考察しているすべてのエージ
ェンシー問題で成り立つことをいう。本研究
が検討したことは、この意味で導入される情
報システムの集合上の順序を、情報システム
を規定するパラメータを用いて特徴付ける
こと、そして得られた特徴付け一個人意思決
定問題において導出されている情報システ
ム順序と比較することである。 
（２）第二の検討課題は率先垂範に関するも
のである。率先垂範はアカデミック・非アカ
デミックによらず注目される重要な現象で
ある。この率先垂範を研究するために、具体
的にチーム生産の状況を考える。チームメン



バーのチーム生産性への自信の差異が引き
起こす率先垂範行動をゲーム理論を用いて
モデル化する。この際、チームメンバーの自
信とは、チーム生産性に関してメンバーが保
有する私的な情報により記述される。また、
チーム生産性は、チームメンバーの総努力が
どのようにチームアウトプットに影響する
かを規定したものである。モデル化された率
先垂範行動を、実際に実験室実験によって得
られたデータと比較することで検討する。 
（３）社会的ジレンマはアカデミック・非ア
カデミックによらず注目される重要な現象
である。近年の実験・行動経済学研究の発展
で、社会的ジレンマは当事者の心理的な要因
次第ではジレンマではなくなることが知ら
れている。そこで、結果に対する公平感（不
平等な結果をいかに評価するかについての
個人特性）がどのように社会的ジレンマを解
消するかを検討する。具体的に社会的ジレン
マの雛形である囚人のジレンマのフレーム
ワークを用いて、結果の公平性に対して様々
な意見を持った人たちがどのような帰結を
生じさせるかを検討する。とくに、意思決定
が２時点ある時点のいずれかで可能な内生
手番囚人のジレンマゲームを考察し、そこで
人々の公平感の多様性を規定する情報構造
がどのように人々の協力行動に影響するか
を検討する。 
４．研究成果 
（１）第一の検討課題は、考察するエージェ
ンシー問題が二つの努力水準、二つの状態、
そして二つのシグナルによって表現される
単純なものであるときに完全に解かれた。 
 第一に、エージェンシー問題が上で述べた
意味で単純な場合は、エージェンシー問題を
規定する確率構造を制限すれば二つの状態
を次のように順序付けることが可能である。
ここに、エージェンシー問題を規定する確率
構造とは、状態と努力水準を所与としたとき
にプロジェクトのパフォーマンスがどのよ
うに確率的に発生するかを規定したもので
ある。状態 aが状態 bよりも特定の確率構造
において「良い」とは、その確率構造のもと
では、状態 aのときに発生するエージェンシ
ーコストが状態bのときに発生するエージェ
ンシーコストよりも考察範囲内のどのよう
なエージェンシー問題においても安くすむ
ことをいう。この意味で状態を順序付けるこ
とができる確率構造に考察を制限する。実際、
そのような確率構造は確かに存在し、そのた
めの特徴付けもなされた。 
 第二に、順序付けられた状態を持ったエー
ジェンシー問題において、二つの情報システ
ムのどちらが優れているかを、情報システム
により獲得されるシグナルがどのようなも
のであっても、情報システム Aを用いた方が
情報システムBを用いたよりもエージェンシ
ーコストが考察範囲内のどのようなエージ
ェンシー問題においても安くすむという意
味で順序付ける。そのとき、得られた結果は

次のとおりである。情報システム Aが情報シ
ステム B より優れていることは、「状態が良
いときには状態が良いことを情報システム A
は情報システム Bよりもはっきりと伝え、状
態が悪いときには状態が悪いことを情報シ
ステム Aは情報システム Bよりも曖昧に伝え
る」ことと特徴付けることができた。 
 第三に、この直感的な情報システム上の順
序が、一個人ベイジアン意思決定理論で導出
された情報システム上の順序と比較された。
意思決定者が意思決定に関わる観察不可能
な状態についてシグナルを受け取り、それに
基づいてどの状態が起こっているかを推測
し、意思決定を行うという一個人意思決定問
題をベイジアン意思決定問題という。ここで、
意思決定者は、意思決定の帰結を、状態と選
ばれた選択に依存して定まる効用を期待効
用最大という観点から評価する。このベイジ
アン意思決定理論においては、状態に関する
シグナルの出方についての条件付き確率体
系が情報システムに対応する。そして、情報
システムの優劣に関してはブラックウェル
の定理と呼ばれる大定理によって情報シス
テムを規定するパラメータによって特徴付
けられている。これによると、情報システム
A が情報システム B より優れていることは、
「状態が良いときには状態が良いことを情
報システム Aは情報システム Bよりもはっき
りと伝え、状態が悪いときには状態が悪いこ
とを情報システム Aは情報システム Bよりも
はっきりと伝える」ことであると特徴付けら
れる。このことにより、人をコントロールす
るための情報の価値と、一個人が単に情報を
活用するための情報の価値にははっきりと
した違いがあることが示された。 
 この一連の成果の一部は横浜経営研究に
まとめられた。これをさらに改訂しすべての
成果を含んだものを国際学術雑誌に投稿中
である。 
 最後に、この研究の今後の展望としては、
次の二つの方向に研究が進むことが考えら
れる。第一の方向は、今回考察したエージェ
ンシー問題のクラスを広げた場合にどのよ
うな結論を得ることができるかを研究する
ことである。第二の方向は、本研究が導出し
た情報システムの順序に関連した応用研究
を行うことである。とりわけ、第二の方向に
関しては、会計情報システムの保守性と関連
することがわかっているので、分析的会計学
への応用が期待される。 
（２）第二の検討課題は、以前の研究で得ら
れていた実験データを再検討することでな
された。データを詳細に検討した結果、モデ
ル化された率先垂範行動には理論的にはそ
の起こり方にいくつかの可能性があるもの
であったが、実際に観察されたものは、その
うちの一つの可能性を示すものであった。そ
れはチーム生産性に自信のあるものがまず
率先してチームに対して協力的な行動をと
り、自信のないメンバーはその行動を見て生



産性についての自信を改善し協力行動で続
くというものである。この観察から、実験デ
ータは複数ある理論的可能性（均衡）のうち
特定の可能性が安定的に観察されたことを
示す重要な例を与えていることがわかった。
さらに、観察された率先垂範行動はメンバー
間の生産性に関する自信の差が引き起こす
ものであるので、率先垂範とメンバーの自信
を規定する情報構造が強く関係しているこ
とを示している。この成果は複数の会議で報
告がなされ、成果をまとめたものを国際学術
雑誌に投稿中である。 
（３）第三の検討課題は、モデル分析により
なされた。モデル分析の結果得られた成果は
次の三点である。第一に、意思決定が２時点
ある時点のいずれかで可能な内生手番囚人
のジレンマゲームにおいては、人々の公平感
の多様性を規定する情報構造次第では、内生
的に発生する協力行動の連鎖によって囚人
のジレンマが解消されることを示した。つま
り、ある個人が時点 1で協力行動をとり、別
の個人が時点 2 で条件付き協力行動（時点 1
で相手が協力している限り自分も協力する
という行動）をとるという協力行動の連鎖で
ある。そして、このような協力行動の連鎖が
発生するための情報構造に関する十分条件
を与えた。第二に、囚人のジレンマを規定す
る利得パラメータがどのように協力行動の
連鎖に影響を与えるかを検討した。つまり、
囚人のジレンマのジレンマ度合いがどのよ
うに協力行動の連鎖に影響を与えるかを検
討した。具体的に、囚人のジレンマで両者が
協力行動をとったときの利得が増えるなら
ば、時点 1で協力行動をとる確率は増えるこ
とを示した。第三に、時点 1で協力行動をと
るような個人はどのように不平等な結果を
評価する個人であるかを検討した。分析の結
果、時点 1で協力行動をとる個人は囚人のジ
レンマを規定する利得パラメータに依存し
て異なることがわかった。つまり、囚人のジ
レンマのジレンマ度合いに依存して、時点 1
で協力行動をとるような個人は異なる。具体
的に、囚人のジレンマで両者が協力行動をと
ったときの利得が小さい時には、そのような
個人は利己的な個人であり、両者が協力行動
をとったときの利得が大きい時には、そのよ
うな個人はほどほどに不平等な結果を気に
する個人であることが示された。この一連の
成果は複数の会議で報告がなされ、成果をま
とめたものを国際学術雑誌に投稿中である。 
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